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１.  はじめに 
１-１  本研究の目的と概要 

小学校学習指導要領1では、〔第１学年及び第２学年〕の学習項目として、「用具の持ち方を正しく」することが

指示されている。また、書写指導一般についての書籍のほとんどが、持ち方の指導について触れている。筆記具

の持ち方は、手で文字を書く場面において常に関わる問題である。一方、児童・生徒の多くがいわゆる正しい持ち方

をしていないという指摘および調査報告が、書写2および書写以外の国語教育の立場3からなされている。 

また正しい持ち方の根拠について、『小学校学習指導要領解説 国語編』4では、機能性に裏付けられたもので

ある必要が述べられている。しかし、酒井5が指摘しているように、指導方法の根拠となる、いわゆる正しい持ち

方をする必要性・合理性についての研究は必ずしも多いとはいえない。加えて、書写の教科書に示されている執筆

の図に対する批判6もなされている。これらの現状を踏まえたとき、より効果的な書写指導をおこなうために、筆記具の

持ち方の根拠や合理性を明らかにすることが急務であると考える。 

本稿では最初に、「望ましい持ち方」という概念の使用を提案する。次に現時点における「典型とされる持ち方」

について、日本及び海外の資料からその特徴および指摘される問題点を確認し、「望ましい持ち方」について明ら

かにする。さらに、「望ましい持ち方」以外の多様な持ち方に生ずる問題点を構造的に捉えることで、その根拠に

ついて理論化する。最後に、効果的な持ち方指導に向けた実態調査などの方法について述べる。これらの成果は、

持ち方指導や調査の際のチェックポイントとして、またなぜ持ち方が大切なのかを説明する際の資料として、さ

らに書字における疲労等を解消するために持ち方を見直す際の資料として、有効だと考える。なお本研究は、硬

筆筆記具により日本の文字を書く際の筆記具の持ち方を基本にする。 

１-２  持ち方研究の中での本研究の意味 

筆記具の持ち方およびその指導に関する研究の段階は、次のように考えられる。  

a. いわゆる正しい持ち方の特徴の明確化（その変遷を含む） 

b. いわゆる正しい持ち方の意義・根拠の明確化（重要度の検討を含む） 

c. 持ち方の実態把握と問題点の明確化 

d. 持ち方の指導方法の研究（臨床的研究を含む） (ア)初期学習段階における方法 (イ)矯正的方法 

このうち、本研究は a の特徴を明確化し、b の根拠について考察するものである。その成果は、c の実態把握な

どと対応させ、dの指導方法の研究の根拠として機能することを意図した。 

 これまでも、c の実態把握のための調査・研究は、多数おこなわれている。しかし、それらの重要な調査研究

結果が指導方法の改善につながりにくい現状について、筆者らは次の2点をあげたい。 

１. 調査において、任意の分類方法によっていること   

２. 正しい持ち方とそれ以外の持ち方という意識 

これまでの実態調査において、それぞれの調査における分類が必ずしも一致しなかったり、定義が明確でない場

合もあり、比較検討がしにくい。これらを有効なものとするためには、持ち方のどのような点に着目して分類も

しくは測定すべきなのかを明確にする必要がある。本稿は分類の基準を明確にしている小野瀬7やZiviani8を参考

にしつつ、この点に留意した。 

１-３  「正しい持ち方」という概念と「望ましい持ち方」という概念 

これまでの筆記具の持ち方に関する研究では、その多くに「正しい持ち方」という発想がみられる。この発想

は、学習者あるいは一般の成人から、「正しい持ち方ではなくとも書けるのになぜいけないのか」といった反発を

招きかねない。複数の持ち方のパターンを定義した際、一つのパターンを「正」としてしまうと、他のパターン
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がすべて「誤」と認識されかねないからである。特に研究においては、いったん「正と誤」という発想から離れ

て考察する必要もあるはずである。現実には、最も望ましいパターンが存在するとしても、他のパターンが「書

字できる持ち方」である以上、優劣はあっても、他のパターンが否定されるべきものではないはずである。 

以上を踏まえ、本研究は「望ましい持ち方」という発想によって進める。この場合、一つ目の課題は、何をベ

ストとするのかという問題であり、二つ目の課題はベターな持ち方もしくはその要素は何かという問題となる。

持ち方の学習の視点では、どのような持ち方をベストとして指導するのかということと、ベストな状態に到達す

るまでの過程において、どのような特徴を有することがベターなのかということとを、把握しておく必要がある

はずである。たとえば、小学校に入学する学習者の多くがすでに筆記具を用いた経験を有することが確認されて

おり、書写指導における持ち方の学習はより望ましい持ち方への矯正的なものとしても考えることができる。ど

のような特徴から順に達成目標とするかを考察することも、必要であろう。また、学習者は成長過程にあり、成

人に適している持ち方にいきなり到達しようとすることには、無理もあり得る。さらに、学習者はその発達段階

および成長後においても、手の大きさなど多様な個人性を有するはずである。そのために、すべての学習者に対

して一つの持ち方のパターンを厳密に定義するのは難しい可能性も推測できる。 

以上のような考察を踏まえ、いわゆる「正しい持ち方」を、(現時点における)「典型とされる持ち方」と表現

し、到達すべき特徴を有する持ち方を、「望ましい持ち方」と表現する。 

２.  現時点における典型とされる持ち方とその要素 
２-１  市販図書・教科書に見られる記述と図版 

望ましい持ち方の考察のために、現時点における「典型とされる持ち方」に共通する特徴を、複数の視点から

確認する。次にあげた資料を対象として、その内容を、記述・写真等図版の二点から確認した。 

・ 小学校書写教科書9 

・ 書写指導に関する市販図書10より任意に選択した17種 

小学校書写教科書 36 冊の内、硬筆筆記具の持ち方について文章により記述されているものは、「持ち方に気を付

けましょう」といった指示のみのものを除くと、1・2 年生用教科書に限られていた。一方、図版等はすべての学

年に掲載されているが、ここでは1年生用の図版を用いた。 

対象とした市販図書・教科書を調べるにあたり、視点を表 1における a)から f)の 6 種に分け、その他g)を設定

した。各記述から持ち方の特徴を抜き出し、内容ごとに整理したものが表 1である。 

まず解消しておくべき点として、同一箇所について相反する記述がある。一つは、b)の示指の形状について、

「第二関節が突出しない程度に曲げる」に分類できる記述が 10 例と多い中、「できるだけ伸ばす」という表現が 1

例みられた。図版で確認したところ、示指が伸びきってはいないため、文章表現上の違いと解釈した。また、a)

基本的事項「筆記具と接する指・箇所」について、３種の記述がある点については、写真等図版から、親指 1 箇

所・示指2箇所・中指1箇所の4箇所で接することを確認した。 

次に検討を要する箇所として、筆記具の角度について記述にばらつきがみられた。このため、図版から前方・

側方の角度を測定した。その結果を、表 2に示す。前方からの筆記具の角度は平均 21 度で、そのばらつきは比

較的少なく、おおよそ 20 度が適切な角度と考えられる。一方、側方については、図版においても 57 度から 77

度まで大きなばらつきが見られた。この点については、追って考察をおこなう。 

以上より、「力を入れすぎない」といった図版からでは確認することができない事項を除くと、おおよそ記述さ

れている特徴が図版からも確認された。多くの図書・教科書で共通する特徴をまとめたものが、表 3である。 

表 2 教科書の写真等図版に見られる筆記具の角度(°) 
 平均 A社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 Ｆ社 

前方 21 － 22 17 23 21 － 
側方 66 66 62 77 67 57 64 
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２-２  典型とされる持ち

方における特徴の相互関係 

 次に考察を要することと

して、各項目に分類した複

数の特徴が相互に関係する

ことで、一つの特徴を形成

している部分があげられ

る。たとえば、「示指と筆記

具の間に、空間を作らな

い。」という表現は 1 例のみ

であったが、写真等図版を

確認したところ、6 種すべ

ての教科書において、図 1

に示すＡのタイプであっ

た。このことは、「親指は第

一関節より先の中央部で筆

記具と接する」ことと関係

しているはずである。図 1

の C・D の場合、親指の第

一関節より先でない部分が

接してしまうからである。 

また、図 1の上段の図よ

り、A のタイプを実現する

ためには、「親指より示指

が、筆記具の先に位置する」

必要があることがわかる。

加えて図より、B・C の場合

は、「示指は第二関節が突

出しない程度に曲げる」に

反することがわかる。 

最後に「筆記具の側方の

角度」という点について、

図 1の下段より、指と筆記

具の間に生じる空間と、側

方から見た筆記具の角度も

強く関係していることが予

測できる。 

以上より、指が筆記具に

接する位置と空間のでき方

とが、筆記具の角度とその

調整に関わっていることを

確認できる。 

２-３  日本以外で典型とされる持ち方 

望ましい持ち方の有する合理性は、使用する筆記具によっても異なることが予想される。本稿では筆記具に関

して、現代日常の書字に用いるものとして、硬筆筆記具、主としてボールペン・シャープペンシル・鉛筆（主に

表 1 教科書・市販図書の持ち方に関する記述 
（市販図書の記述：17冊中、教科書の記述：12冊中、教科書の図版：6冊中） 

 教科書 

 
市販 
記述 記

述 
図
版 

a)基本的事項    

筆記具と 
接する指・箇所 

3指～親指・示指・中指～で持つ 
（2 指～親指・示指～で持ち中指で支える） 
親指 1・示指2・中指 1 の 4 箇所で接する 

1 
4 
1 

  
 
6 

b)各指の形状について    

親指 
示指 
 
 
中指/薬指/小指 

少し曲げる 
第二関節が突出しない程度に曲げる 

（できるだけ伸ばす） 
第一関節をへこませない 
軽くまるめる 

5 
10 

（1） 
 

11 

 
 
 
1 

6 
6 
 
6 
6 

c)指相互の位置関係    

親指・示指 
示指・中指 
中指/薬指/小指 

親指より示指が、筆記具の先に位置 
示指より中指が、少し筆記具の先に位置 
そろった状態で指相互をつける 

11 
1 
10 

2 6 
 
6 

d)指が筆記具に接触する位置    

親指 
示指 
 
中指 

 図→ 示指より先端から離れた位置 
鉛筆の場合、削り際のやや上 

（幼児・児童の場合、25mm程度） 
図→ ほぼ示指と同位置 

 
10 
1 

 6 
6 
 
6 

e)筆記具が指に接触する位置    

親指 
示指1 
示指2 
 
中指 

第1関節より先、中央部（指の腹） 
第１関節より先、中央部（指の腹） 
第3関節(付け根)から第2関節の間 
側面 
第1関節下 
側面 

3 
3 
11 
2 
7 
2 

 6 
6 
6 
6 
6 
6 

f)筆記具の角度    
前方 
 
側方 
 
 

20度程度 
30度程度 
45～60度程度 
50度程度 
50～60度程度 
50～70度程度 
60～70度程度 

1 
3 
1 
1 
3 
1 
1 

 
 

 
別
表 
参
照 

g)その他    

空間1 
空間２ 
空間３ 
筆記具先端 
小指の機能 
力の入れ方 

示指と筆記具の間に、空間を作らない。 
図→ 親指と筆記具の間に空間を作る。 
掌中に空間を作る 
先端が見える位置にあること 
紙面等につけて、手全体を支える 
力を入れすぎない 

1 
 
2 
4 
6 
13 

 
 
 
 
 
1 

6 
6 
？ 
6 
？ 
？ 
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学校教育）を想定すべきだと考えた。

望ましい持ち方の合理性を考察する際

に、過去の筆記具による伝統のみにと

らわれて、本来合理性を伴わない点を

含めてしまわないようにする必要もあ

る。たとえば、魚住6は書写の教科書に

示されている執筆の図に対する批判の

根拠として、「毛筆書につねに理想が

あり、硬筆の書写も毛筆並みに書くこ

とを正統とする考え方がこびりついて

いる。」という点をあげている。このた

め、毛筆を用いる伝統を持たない文化

圏について、典型とされる持ち方を確認することが有効と思われる。 

英国における筆記具の持ち方について、Sassoon 11・12は、伝統的な持ち方として、1540 年に Mercator 13が記

した持ち方の例（図 2 B）と、近年のテキストにおける例として pincer grip（図 2 C）をあげ、多くのテキ

ストにおいて、pincer grip で持つことと、示指をのばしペン先の先端に近く接することとを推奨している実態を

記している。米国においても、Thornton14の図版により、同様であると推測できる。 

特に Mercator によって示された持ち方の場合、薬指・小指の形状を除けば、先に確認した日本において典型

とされる持ち方の特徴（表 3）と一致する。酒井15が紹介している明治期の硬筆筆記具の持ち方と考えあわせた

時、毛筆の持ち方のみが、現代の硬筆の持ち方に影響を与えているということは、否定できる。 

２-４  典型に対し指摘される問題 

 魚住6は、筆記用具の軸部を親指と人差し指の付け根の間にもたれさせるようにすることが、疲労を生じさせな

い持ち方であろうとして、典型とされる持ち方でないものを推奨している。また杉崎16は、シャープペンシルの

普及率を考慮し、シャープペンシルによる書きやすい角度として 60 度程度であることを明らかにしている。筆

記具の持ち方の問題としても角度の調整能力という点で、重視すべきだと考える。 

日本以外では、Pincer grip が典型とされている英国において、Sassoon11が次の３点を指摘している。pincer 

grip が伝統的なペン等には適していても現代の筆記用具に適さないこと。現代の筆記具のためにはこの持ち方以

上に筆記具を立てて

持つことが必要にな

ること。Zaviani8に

よる調査における人

差し指の曲がりの問

題も、筆記具の角度

との関連があるこ

と。以上の３点であ

る。Sassoon はこれ

表 3 典型とされる要素に共通する特徴 

・筆記具に接する指の位置： 親指＝第一関節より先の中央部     示指１＝第一関節より先の中央部 

示指２＝第3関節から第2関節の間   中指 

・机に接する指と形状：   中指/薬指/小指をそろえた状態で軽くまるめ、小指が机に接する。 

・指が接する筆記具の位置： 示指１＝筆記具の先端部（鉛筆の場合、削り際のやや上） 

     親指＝示指より先端部から離れた位置 

・角度：     前方から見て20度程度、側方から見て60度程度。 

図 1 多くの特徴に相関がある要素 

 

 

図 2 持ち方の種類（変遷と欧米における提案） 
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らを踏まえ、Pincer grip を習得し、さらに筆記具を立てて持つ必要が生じているために、次のような問題が観察

できるとしている。 

1. ギュッと握りしめるように持つことで、立てる。→疲れやすい・痛みを生ずる。 

2. 親指を筆記具の上の方に当てることで筆記具を立てる。→文字を書くための運動を制限してしまう。 

3. 親指が反るほどに力を入れる。→なめらかな動きを妨げ、疲れ・痛みを生じる。 

典型とされた持ち方も、筆記具の変化等から問題を生じさせる可能性がある点を確認しておく必要がある。 

２-５  典型とされる持ち方の変化と漢字書字 

 Sassoon11は、筆記具を立て気味に持つ必要から、疲れや疲労および運動の制限が生じることへの対処として、

alternative grip（図 2 右端）を提案している。この持ち方だと、現代の筆記具が必要とする角度を維持し、し

かも痛みや疲れが生じにくいことを述べている。英国での持ち方の典型は、図 2における「古くから典型とされ

た持ち方」が、親指と示指との付け根で安定させる「典型とされる持ち方」にかわり、筆記具の角度を高めるた

めに「Sassoon による提案」などがなされている段階にあると捉えることができる。 

日本での持ち方の典型は、毛筆の持ち方から、酒井15が紹介する明治期の資料に見られるように、図 2中二つ

の持ち方が輸入され、「典型とされる持ち方」に落ち着いた。現在、親指と示指との付け根で安定させるべきとの

魚住6の提案がおこなわれている状況から、日本は英国の状況にくらべ一段階遅れ、万年筆等のペンから、ボール

ペン・シャープペンシル等に対応する必要に迫られているという認識もできよう。 

 では、Sassoon11の提案を日本でも用いれば良いということになるだろうか。当然、使用する字種によって、合

理的な持ち方が異なる可能性もある。Sassoon 17は、中国でこのalternative grip を指導し、観察した結果として、

アルファベットについては有効であるが、漢字の書字には有効とはいえないことをレポートしている。おそらく、

この持ち方は安定はしても、左右の運動を制限してしまうため、上下動を主とするアルファベットに有効であっ

ても、左右の運動の多い漢字の書字には、向かないものと推測できる。 

 現時点における典型とされる持ち方の特徴と、それに対する問題点および提案について確認をおこなった。こ

れらを元に、現時点における典型の持つ合理性・根拠を確認し、望ましい持ち方の特徴を考察する。 

３.  望ましい持ち方の構造 
３-１  望ましい持ち方の条件 

前章において確認したとおり、現代の筆記具に対応する角度を維持し、疲労や運動制限による問題が生じない

ことを考慮すると、日本では旧来からの「典型とされる持ち方」を現状における「望ましい持ち方」とすべき、

もしくはそうせざるを得ないと考える。次の段階として、この持ち方の根拠・合理性について確認するとともに、

この持ち方の有する特徴と異なった場合の問題点を確認する。 

久米18は、標準的な持ち方の要点を示すとともに、その持ち方の効果を整理している。具体的には、角度の調

整能力・必要とする力・書字できる大きさ・書字運動の容易さ・筆記具との接触箇所の触覚をあげ、それにより、

疲労・点画の書きやすさ・視線・書字速度・字形に影響を及ぼすことを述べている。この因果関係を示した考え

方は、非常に有効だと考える。また、Sassoon12・19は、適しない持ち方の場合に、強く握りしめることによる疲

労の問題、親指が筆記具の先端に近すぎてペン先が見えなくなる問題、紙の位置がずれること、それらによって

字形に影響を与える可能性、について述べている。これらの考え方を補強する文献を確認しておく。 

福宿20は、持ち方により書字運動の容易さが変化し字形に影響をあたえるとして、持ち方と字形との相関を示

している。土屋ら21は、示指の位置と縦画の傾きの関係などから、持ち方と字形の関係に言及している。 

酒井15は、持ち方と力の入り方の関係について述べ、力が余計に入った場合、疲労が増加するとともに、書字

運動が制限され字形に影響を及ぼす可能性を示唆している。日本以外でも、Roman22が持ち方と力の入り方につい

て言及しているのに加え、Ziviani23は筆記具の正しい持ち方と筆圧が関係する結果を得ている。また、南24が、

筆記専門家の筆圧は、一般の小中学生・小学校教諭の平均より低いことを示し、専門家が負担を減少させている

のではないかとし、宇土ら25は、握圧と書字速度の関係を考察する際、持ち方の図と握圧との関係の図を示し、

相互の関係を示唆している。これらの結果から、持ち方と筆圧調整能力・疲労とが関係していることを推測させ

る。また魚住26は、持ち方と書字速度の関係を調査している。 



                       『書写書道教育研究』17号 2003.3 押木・近藤・橋本  No.16  

 

加澤ら27は、姿勢と持ち方の関係から視力・肉体の疲労等に影響するとしている。平形28は、筆記具の先が見

えるかどうかという視線の問題と姿勢の問題について説明している。日本以外では、Athenes29らも、利き手の

研究の中で、同様の指摘をしている。 

 以上の内容をまとめると、望ましい持ち方の条件として次の点があげられる。 

・ 十分な角度の調整能力があること  → 筆記具への対応 

・ 必要とする力が適切な範囲となること  → (握圧・筆圧→)疲労の軽減 

・ 適切な書字運動(大きさを含む)ができること → 疲労の軽減・書字速度・（点画→）字形 

・ 視線を遮ったりしないこと   → 字形・姿勢 

・ 安定性があること    → 疲労 

３-２  対処を考慮した構造仮説 

望ましい持ち方の場合、どのような理由から上記のような点でメリットがあるのか、また望ましい持ち方のど

の要素を欠いた際に、問題が発生するのかを検討する。本研究では、前章において確認された特徴から、 

・ 筆記具の角度（相関：指が筆記具に接する位置、筆記具と指との間の空間） 

・ 筆記具が指に接する位置 

を中心に据え、因果関係と対処という発想から、図 3に示す仮説を提示する。以下、これを元に考察を進める。 

３-３  筆記具に接する指の位置から生じる問題 

筆記具に、指のどの部分が接するかということから生じる問題について、図 4の親指の場合を検討する。指の

図 3 望ましい持ち方の構造仮説 

筆記具の角度 
の不適切 

接する位置(指) 
の不適切 

筆記具への 
対応(筆圧) 

運動の 
大きさ 

視線 
(を遮る) 

関節の機能 安定1 

対処
姿勢1 

対処 
姿勢2 

対処
姿勢3 

対処
筆記具角度 

対処
接し方 

字形 疲労 速度 

安定2(筆圧調整) 

錯視 

触覚(フィードバック) 

基本的書字運動 

視覚(フィードバック) 

疲労 

対処
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中央部に接するか、側面に接するかの違いによって、安定と

握圧調整に差が生じることが予測できる。中央部の比較的柔

軟な位置で接することは安定感につながり、また中央部の方

が触覚に優れフィードバックも優位であると考えられる。ま

た、筆記具の先端部は、示指(上部)・親指(左斜め下)と中指(右

斜め下)の 3 点で支持されると考える。この時、親指側面で接

した場合には、下方からの握圧調整がおこないにくく、その

ため筆圧調整が十分におこなわれないことが予測される。 

次に、親指の第 1 関節から先で接する場合と、第 1 関節よ

り付け根側で接する場合とを比較すると、後者は一つの関節の調

整機能を失うことになり、巧緻性において劣り、書字運動に問題

となることが予測される。 

３-４  筆記具の角度から生じる諸問題 

３-４-１  筆記具先端部の動きの大きさ 

図 5は、示指の接する位置を変え、筆記具を前後方向に動かし

た際の動きを連続的に撮影し、その最前端・最後端の位置を記録

した図である。図左では支点が高く示指の動きの大きさとそこか

らの筆記具の先端までの長さで、動きの大きさが決定する。一方、

図右では、基本的に親指・示指の動きの分しか筆記具は動かない。

このことから、筆記具先端部の動きの大きさが異なり、基本的書

字運動に影響を与えることが予想される。 

３-４-２  筆記具への対応の問題 

片岸30は、用具に応じた角度調整の必要性を示している。極端

に角度が少ない場合、ボールペンではボールの支持部の紙面への

接触の問題が予想され、シャープペンシルでは芯の折れやすさや

支持部の接触の問題が予想される。この対処として、先のSassoon

のように、示指（および親指）に力を入れて反らせる例が報告さ

れており、この場合は手に痛みや疲れを生じやすいことが推測で

きる。また図 6の右上のように手首の角度を変えた場合、紙面に

手が接することができず、実質的に書字できないと考えられる。

左下のように親指が接する位置を変えることで対処した場合、３-

３ で述べた問題となる。また、図右下のように、筆記具を右側方

に倒すことで対応することが予想されるが、これについては書字

運動との関連で後述する。 

３-４-３  視線を遮る問題 

図 7は、手首の位置・示指の先端から筆記具の先までの距離を

一定とし、同じ位置から撮影した画像を処理したものである。こ

の図より、両側に空間ができる・上部に空間ができる持ち方をし

た場合、筆記具の先が見えないもしくは見えにくくなることがわ

かる。両眼視ができない状態では、視覚のフィードバックの問題

から字形への影響が考えられる。また、その対処をしている可能

性が予測できる。 

３-５  姿勢による対処と疲労の問題・錯視から生ずる問題 

視線を遮った状態では書字できず、両眼視できない状態では書

きにくいため、図 8のように、左側からのぞき込むことによる対

図 4 指の接する位置から 
（筆圧調整・安定・触覚・関節の機能）

 

図 5 筆記具の動きの大きさ 
 

図 6 筆記具への対応と対処(側方より) 

 

図 7 筆記具の持ち方と視線 

 

図 8 姿勢による対処 

 

(上方より) 
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処、上体を前傾させて前方からのぞき込むことによる対処、肘を突き出す形をとる対

処などが推測できる。 

いずれの対処法も次にあげる問題点が予想できる。一つは、上体の左傾および前傾

により上体に負担がかかること、肘の鋭角化により肘に負担がかかることなどから、

疲労の問題が予測される。さらに、肘を突き出す形による対処については、書字運動

と関係していることも予想され、これについては後述する。また、肘をつきだした際

に紙を傾けた場合、字形への影響も予測できる。 

 図 8に示した 3 つの姿勢は、いずれものぞき込むことになる。視線の方向から錯視

による問題が生ずる可能性がある。図 9は、垂直方

向から撮影した画像と、左方約 45°からの画像であ

り、後者は側方からのぞき込んだ場合に該当する。

これらの場合、紙面に対する遠近感から、正確なフ

ィードバックができず、字形に影響を及ぼすことが

予測できる。 

３-６  持ち方自体による対処 

持ち方自体の対処として、2 つが想定される。図 

10における左図の筆記具の角度による対処は、書字

運動との関係が予想され、これについては後述する。

次に、図 10における右図の対処により、問題点が

生じることについては、３-３ において考察したと

おりである。 

３-７  基本的書字運動に関連する問題 

 先に述べた、筆記具の角度による対処と、肘を突き出すことによる対処

とについて、書字運動に関する点から考察する。礒野31・押木32は、漢字の

点画の連続を調査した結果から、漢字書字運動の特徴の一つとして、Ｚ型

の運動をあげている。図 11は、その概念図である。 

肘を突き出す形により対処をした場合、 

・ 漢字書字のための合理的な書字運動を妨げる。 

・ 合理的な書字運動をおこなおうとした場合、紙面を斜めにする必要が

生じる。 

・ 紙面を斜めにした場合、視覚的フィードバックが難しい。 

という問題点が予想される。 

筆記具の角度による対処をおこなった場合は、次のように考えられる。図 12に示すように、左の持ち方の場合、

縦方向横方向ともにある程度の長さの運動が可能であるが、右に示す持ち方では、縦方向は運動が容易であるが

横方向の動きがおこないにくいことが予想される。基本的な書字運動をおこないにくい状態では、速度・疲労・

字形などに影響が表れることが予測される。 

４.  指導改善までの課題 
４-１  望ましい持ち方の特徴の順位付けと検証 

前章における構造は、３-１ に引用した各成果を踏まえたものではあるが、実験調査による検証をおこなうべ

きである。 

次に、望ましい持ち方が有する特徴を順位付けし、どの特徴を優先して指導すべきかを検討することが有効だ

と考える。ただし、疲れ・書きにくさといった点については、同一の基準で比較しにくいため、難しい。このた

めの方法としては、３-１ の引用に加え、小竹ら33や大庭34にみられる書字・描画における筆圧調整機能等との関

連も有効であろう。また、田口35に見られるような、書字運動動作機構の力学的解析も有効だと思われる。さら

図 9 錯視の危険性 
（側方から） 

図 10 持ち方による対処 
筆記具の角度による対処  親指の形状による対処 

 
図 11 肘および持ち方と基本的書字運動の例 
 

図 12 筆記具の角度と書字運動
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に筆記具の持ち方は、箸の持ち方と比較・対照されることがあり、その点から清宮36の手の機能をベクトルとし

て捉えた試みなども参考になると思われる。加えて、習慣性の脊椎側彎との関連から、竹田37「５・６学年にな

ると、(中略)一部悪い姿勢のまま固定してゆくと思われる者のあることがみられ」るなどの指摘も参考になる。

右眼の視線を手が遮る状態での書字が持つ問題については、眼科等との学際領域での研究も有効と思われる。 

４-２  望ましい持ち方が習得できない理由の検討 

 現状は「望ましい持ち方」が提示されていても、何らかの理由から習得が難しい状況にあるといえる。次の段

階として、なぜ習得できないかという点を検討すべきであろう。このためには、これまでもおこなわれている実

態調査が必要であり、その際、本稿２章で述べた「典型とされる持ち方」の特徴と、３章で述べた「対処によっ

て生ずる特徴」について確認することは有効だと考える。また、現在典型とされる持ち方が、高度なものであっ

たり、一般に不自然なものであったりしないかを、確認しておく必要がある38。  

望ましい持ち方が習得できない理由として、小学校入学前に現代的な筆記具、たとえば先端部で書くタイプの

フェルトペンを持つことの問題が提起されている。その多様な持ち方が、成長に伴って固定し、速く書く必要性

が生じた際に、疲れや痛みを生じやすいという意見がみられる。この点について検討するためには、「いつ頃から

筆記具を持ち始めるか」という点と、「いつ頃から指の機能を生かして書けるようになるのか」という二点につい

て確認する必要があろう。前者について、南42は、昭和 43 年の小学校入学直前の児童の調査で、筆記具の持ち始

めの時期は、平均すると 3 歳程度だとしている。後者について、Rosenbloom ら39・前川ら40・尾崎41らの調査に

よれば、おおよそ５歳５ヶ月において、腕全体や手首を用いて書く段階から dynamic tripod の段階、すなわち小

指を机に付け、手自体で書く持ち方に移行することが明らかになっている。南42の調査では、小学校６年生の筆

圧が、小学校１年生の筆圧の約 1/3 程度となっており、5 歳程度からの持ち方の指導および調査により、習得の

可能性を探っていくことができると考える。 

４-３  指導方法研究に向けて 

指導方法研究においては、「初期学習段階における方法」「矯正的方法」の二面からの検討が必要であると考え

る。また国語科書写指導から小学校入学以後の矯正的な指導法について考える場合、いったん身に付けた持ち方

を変えることは、書字運動から生じる「書きやすさ」にも影響をおよぼすことが予想されるため、十分な診断的・

臨床的研究が必要であると考える。また、日常生活における実用という点の考慮も必要である。 

４-４  まとめ 

 本研究では、望ましい持ち方という概念の導入を提案し、現在典型とすべき持ち方を確認する作業をおこなっ

た。望ましい持ち方に共通する特徴として、相関する事項である「指が接する筆記具の位置」「筆記具の角度」「筆

記具と指との間にできる空間」および「筆記具に接する指の位置」と「机に接する指と形状」を明らかにした。

これらは、指導のポイントとして有効だと考える。また、望ましい持ち方の根拠を、主として触覚と筆記具の角

度から構造的に明らかにしたことは、持ち方指導においてなぜ望ましい持ち方が大切であるかを説明する際に有

効だと考える。また、多様な持ち方によって生ずる対処を明らかにした。これらの点は、そのまま現実の指導に

生かすことができるであろう。 

また、持ち方の指導をさらに効果的なものとするためには、４章において述べた検証・実態調査などが有効だ

と考える。その際、先の共通する特徴と、望ましい持ち方の構造と対処の各項目は、調査・測定もしくは確認す

べき事項として効果的に機能するはずである。 
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